







年（一二〇九～一二一〇）に最終的に完成した。ちょうどその承元四年十一月に土御門天皇が譲位し、順徳天皇の時代が始まった。後鳥羽院は、鍾愛の皇子である 即位を期して、その前に﹃新古今集﹄を最終的に完成させるとともに、若き に新たな歌壇の形成を期待していたとみられる。順徳天皇は建暦元年（一二一一）から早速に当座和歌会などを行い、建保期（一二一三～一二一九）には内裏歌壇は極めて隆盛した。こ 連の順徳天皇の内裏歌壇は、建保期歌壇とも呼ばれている。建保期歌壇ではいずれ勅撰集が編纂されるの
ではないか、という噂すらあった（ ﹃続歌仙落書﹄ ） 。後鳥羽院歌壇もこれに刺激されるように、再び百首や歌合などを行っている しかしやがて承久の乱によって、これらはすべて瓦解してしまう。
本歌合の歌題は﹁深山月﹂ ﹁寒野虫﹂ ﹁寄風雑﹂の三題で、作者は十








































































マイクロフィルム収集した十七本との異同を掲げている。また、唐澤正実﹁藤原定家の歌合判詞管見―建暦三年閏九月十九日内裏歌合を中心に―﹂ （ ﹃古典論叢﹄二六、一九九七年一〇月）は、建保期 壇研究の一環として、主に三番・七番の定家判詞を取り上げ、その歌評態度について論じている。
本歌合への参加歌人は、順徳天皇のほか、 ﹃新古今集﹄撰者もしく
は新古今歌壇 有力歌人五名（定家・家隆・雅経・有家・俊成卿女） 、そして建保期 で和歌を詠み始めた新進歌人の中から三名（範宗・光家・為家） 、加えて後鳥羽院歌壇にも少し出詠しているが主に 保期歌壇で活躍する歌人三名（家衡・行能・経通）である。建保期歌壇の出詠 人の変遷については、杉山幸志﹁ ﹃内裏名所百首﹄以前の順徳院歌壇について―順徳院近侍の歌人を中心として﹂ （立教大学﹃日本文学﹄七三、一九九四年一二月） 詳しい。
本歌合は閏九月十九日開催であり、歌題である﹁深山月﹂ ﹁寒野虫﹂














年）が示す写本は十九本に及ぶ。諸伝本の校異は、前掲の佐藤茂樹﹁ ﹁内裏歌合﹂ （建暦三年閏九月十九日）の校合﹂があり、有益だが、佐藤論文には刊写の別や函架番号の記載がないため不明な部分 あり、またその十七本のうち約半数は﹃歌合部類﹄の刊本（刊年が異なるものも含む）及びその しとみられる。また本稿とは底 も異なっ






















































すべき特質を有している。 こでは 本歌合を順徳天皇歌壇においてどう位置づけるべきかをおさえた上 、歌合自体の成立などについて述べたい。
本歌合の意義について早く指摘したのは、唐澤正実﹁藤原定家の歌

























































る。また定家・家隆が順徳天皇歌壇で指導的役割を果たしていたことは、夙に指摘される通りである。藤平春男﹃新古今歌風の形成﹄ （前掲）は﹁仙洞中心の催しは、元久期の仙洞 壇で活躍した人の残存がそのメンバーで その中の少数 主要な歌人（専門歌人的な人々）が、建保期の仙洞・内裏双方に随時参加するという関係になっている﹂と指摘している。建暦二年から承久三年（一二二一）にかけて催さ 主要な歌合・歌会等 、計三十二回であるが、うち二十回に定家の出詠があり、定家の活躍は継続的である。すなわち本 は、順徳天皇内裏歌壇が 前代 後鳥羽院歌壇から 有力歌人を取 込んだ歌合のうち、早い時期のものであ と言えよう。
また、定家の息男光家・為家が、新進歌人として出詠している点も






















からも、あらかじめ順徳天皇から題が与えられており、各歌人は事前に歌を提出してい のであろう。歌のみ詠進を命じられ歌合そのものは催されなかった可能性も一応は考えられる 、 ﹃明月記﹄の記述からは判断し難い。詠進さ 歌は一九日か 二二日の間に歌合の形式に整えられたとみられ、定家がそれに判を加 た。つまりそこには衆議判の要素 なく、定家単独判である
実は、同様の経緯をたどる歌合が、本歌合の十日後に催されている。
建暦三年閏九月尽日に催された﹁十首歌合﹂は、 ﹃紫禁和歌草﹄によれば乱歌合であった。定家 まず順徳天皇の歌のみに対して合点を加えるよう仰せを受け、即 合点を加えて送り返している（ ﹃明月記﹄同日条） 。さらに十月三日に﹁自内給歌合、可加判詞之由有仰事﹂ 、翌四日に﹁歌合書詞進上了﹂とあるよう 、歌合が催され 数日後に定家は加判を求めら 、翌日には判詞を書いた。この点でも 閏九月尽日の﹁十首歌合﹂は、本歌合と同じ経緯 辿っている。
なおこの﹁十首歌合﹂の前後にも、順徳天皇は当座御会を頻繁に催






















 本文に続いて、 ︻校異︼ ︻他出︼ ︻通釈︼ ︻歌題︼ ︻作者︼ ︻本歌︼ ︻参考︼ ︻語釈︼ ︻補説︼の順に項目を立てて注 した
一、
 ︻校異︼は、 ﹁はじめに﹂に記したように、底本に対して、以下の十一本を対校し、主要な異同を記した。底本に対して異文をもつ伝本の略号 （
　
）内に記した。






































































































日﹂ （ ﹁仙洞﹂は誤り） 。
⑪
群（刊） ﹃群書類従﹄ （全六 二冊）所収、文政三年跋。巻一九四
















 ︻参考︼は、作者が参考としたとみられる参考歌等、および現在和歌を読解する あたって参考となる類歌等を掲げた。 ︻語釈︼での解説の順に数字を付し、 ︻語釈︼ではその数字を用いて解説を加えた。特に重要な和歌は、その番号を❶のような白抜き数字で示した。詞書は特に必要な場合のみ した。
一、







































































































しかし﹁山﹂が詠まれず不審であり、古筆切﹁紙撚切﹂は題を﹁ふかきよの月﹂とする。この題は同時代の﹃大弐高遠集﹄ （一三六）や﹃大斎院前の御集﹄ （三二八・三二九）にも見え、歌意に矛盾も生じない。よって﹁深山月﹂は誤写と判断し、その初出とは捉えなかった。【作者】︹左︺ ﹁女房﹂は順徳天皇をさす。後鳥羽天皇皇子。母は修明門院重子。
建久八年（一一九七） ～仁治三年（一二四二） 、四六歳。在位は承元四年（一二一〇） ～承久三年（一二二一） 。承久の乱により佐渡に配流された。著作に家集﹃紫禁和歌草﹄ 、歌学書﹃八雲御抄﹄ 、故実書﹃禁秘抄﹄ 、日記﹃順徳院御記﹄がある。近臣を中心とする歌壇を形成し、この歌合はその初期に位置する。 ﹃新古今集﹄への入集はない。本歌合当時、一七歳。
︹右︺藤原雅経。頼経男。母は源顕雅女。嘉応二年（一一七〇） ～承久
三年（一二二一） 、五二歳。蹴鞠と和歌の才能により後鳥羽院に見
























































































































くや―そのこ ゝなしや（彰１・内） ・そのこ なしや（彰２
　
山
























白樫の木 露が置く奥山にも道があ （世の中である）から、 （山の奥まで）枝にも葉にも（そ 露に）月が（光を宿して）伴っていることだ。
　
  左の歌は、上句の意味は愚意ではよくわかりませんが、歌の姿は優美でしょう。右歌は、 ﹁しらかしの露おくや ﹂と続けている古言などもありませんのに、いわくあり気にきこえ したら（そうではなく） 、別に何ということもないでしょう。道ある御代の月影は山 奥までも曇りなく照らすはずだという心を意図しているのですが、それを伝えるには言葉足ら でしょう。左を勝とします。
【歌題】深山月（一番参照）【作者】︹左︺藤原有家。六条藤家の重家三男。母は藤原家成女。久寿二年（一
一五五） ～建保四年（一二一六） 、六二歳で没。清輔・顕昭・季経らの甥。建仁二（一二〇二）年に大蔵卿、承元 （一二〇八）年に従
一四
????????????????????? ????
三位。建保三年に出家。歌歴は建久五年（一一九四） ﹃六百番歌合﹄に出詠、建仁元年（一二〇一） ﹃千五百番歌合﹄ 、同二年﹃水無瀬恋十五首歌合﹄ 、承元元年（一二〇七） ﹃最勝四天王院障子和歌﹄に出詠するなど後鳥羽院歌壇で主要歌人として活躍。 ﹃新古今集﹄撰者の一人で、同集に一九首入集。本歌合当時、従三位大蔵卿、五九歳。
︹右︺藤原定家。俊成二男。母は藤原親忠女美福門院加賀。本歌合に






























する、 ﹃日本霊異記﹄ ﹃三宝絵詞﹄などに見える一言主神の説話を踏まえた表現。久米の岩橋は、大和の葛城山と吉野の金峰 を結ぶ橋。役の行者が諸鬼神に命じて建設させようとしたが、一言主神が醜貌を恥じて夜にしか働かず、ついに橋がかかることは かった。こ説話 ふまえ、 ﹁夜にしか見ない（逢わない） ﹂ いう意味で﹁夜
一五
????????????????????? ????
契﹂を詠む①の左近（小大君）の著名な歌がある。久米の岩橋は実在しない架空の橋であるが、歌枕のように様々に趣向を凝らして詠まれ、その一つは、葛城山を覆う霞など 自然の景物を、橋に見立てるものである。例えば、有家の父重家も、②の歌で、葛城山の紅葉が吹き上げられ 様 、風がわたす錦の橋と詠む。有家は当該歌で、秋の月が光を放つ様子を 月が光で﹁かけ﹂た橋と見立てたか。﹁かねて﹂とする伝本もあるが、以上の解釈から、 ﹁かけて﹂のほうがふさわしい。〇かづらき山
　
大和の歌枕。二上山と金剛山に連な











の訂正後の本文﹁ともなふ﹂を採 （ ﹃拾遺愚草﹄にも﹁ともなふ﹂とある） 。白樫の白い枝葉におく露に宿る月を、⑤の歌のように山路の友と感じている作中主体があるか 定家の当該歌は一首全体が












詞にこの表現を早く用いたのは 元永元年（一一一八） ﹃内大臣家歌合﹄の俊頼判である。 ﹁残菊﹂題に﹁露じもの暁おきのあさごとに﹂ （十二番・右・四〇）と詠んだ歌に対し、 ﹁朝置く霜 などいふ事聞きなれ侍り、是はこと り顔 る物かな 猶さきの歌ぞ増 りたらん﹂と、内容が一般的なのに表現が仰々しいと非難して負にている。〇道ある御代の月影、山 奥までも曇りなかるべき
　
順徳



































































































































































































































































































しく吹き付ける木枯 しの風。紅葉を散らし 冬の到来を予期させる風として、結句に置 れる例 多 判者の定家も、 ﹁建仁元年八月十五夜歌合﹂の﹁月前松風﹂題で、月を遮 雲を払うも として、②の﹁峯のこがらし﹂を詠んでいる。
︹右︺〇鳥の音も木の葉もしらぬ
　﹁鳥の音﹂も聞こえない山は、人の










袖。涙で濡れた袖に宿る月を詠む表現は、新古今時代以降特に好まれた。 ﹁涙もる袖﹂自体はあまり用例が見られないが、⑥に見られるように誰も知らないはずの思いが洩れ、知られることを暗に響かせている。単に涙に濡れている でなく、涙が袖か 洩れるほど深く濡れ 様を描く。結句に置かれて るのは 山奥で一人嘆いていた涙に、月（帝）の光が忘 ずに来てくれたことへの喜びの涙が加わっ ことを表現しているか。
︹判詞︺〇 「白雲の…」…とおける心、まことにたくみに面白く侍れば
　
















出家に際して俊成卿女は、出家をする身にわずかでも恩恵が下されることを願い、順徳天皇はそれに対して﹁昔をとはばこたへなん﹂と応じた。この贈答で描かれる、袖にこぼれた露（涙）に月が﹁思ひいで﹂て訪れるという情景を、俊成卿女歌 継承 い ようだ。もちろん﹃紫禁和歌草﹄にある贈答と本歌合における俊成卿女歌の間には、直接の表現的照応はな が、あるいは順徳天皇の返歌に対 さらなる挨拶の意味合いも籠められていたのかもしれない。
いずれにしても俊成卿女は、自身の出家を暗示させつつ深山に差し

















































せめて白雲がかかるこのような深山の月（を見るため）にだけ 誰かたずね ほし 。私の秋 （愁い 思いを。
　
  左歌の下句は、優雅でございましょう。右歌の、秋の月の光に対して﹁白雲がかかる﹂というのは、 （月の詠み方とは）違って聞こえます で、左歌を勝ちとします。
【歌題】深山月（一番参照）【作者】︹左︺藤原範宗。基明一男。承安元年（一一七一） ～天福元年（一二三
三） 、六三歳で没。建暦元年（一二一一）に丹後守、同二年（一二一二）に従四位上。順徳天皇の近臣として信任を得、その内裏歌壇で活躍する。家集﹃郁芳三品集﹄ （ ﹃範宗集﹄ 。 ﹃新古今集﹄への入集はない。本歌合当時、従四位上丹後守、四三歳。
︹右︺藤原為家。定家二男。母は内大臣藤原実宗女。建久九年（一一
九八） ～建治元年（一二七五） 、七八歳で没。一〇歳より後鳥羽院に出仕。そして順徳天皇践祚の直後に昇殿を許され、順徳天皇の近臣となる 承元四年（一二 〇 、定家が中将を辞し、為家を左衛権少将に申し任ずる。建暦 年﹃内裏詩歌合﹄から建保期歌壇に













































　﹁題の心たがへり﹂ （応和二年内裏歌合） 、 ﹁事たがへるにや﹂ ﹁事

























































































































ように）聞こえるものでありますが、このはじめの六文字（ ﹁君が千代を﹂ ）は、少し聞き慣れないのではないでしょうか。また、 ﹁松が枝﹂ ﹁梅が枝﹂は、常に﹁が﹂の字を聞き慣れてい
二七























































言及がないと、後の﹁花の枝﹂がやや唐突。底本の脱落とみて、整定本文では﹁梅が枝﹂を含めた。また判詞が うよう 、 ﹁梅の枝﹂はごく少なく、 ﹁梅が枝﹂が普通であるのに対 、 ﹁花のえ﹂は古来から多 ある。〇させると もなきほどに
　
俊頼、御子左家、反















































































































































































一六〇）にも所収。 ﹃玉吟集﹄詞書には、月輪殿御会、すなわち九条兼実家の歌会で詠まれたとあるが、この歌会記録は散佚しており、いつ催されたか 不明 ﹁霜のたて露 ぬきこそ弱から 山錦の織ればかつ散る﹂ （古今集・秋下・二九一・藤原関雄）を本歌
三一
????????????????????? ????
としている。④は、 ﹁露のぬき﹂ （横糸）が夜半に吹く山風で弱まるの意。 ﹁夜半﹂に﹁弱﹂を掛ける。定家の判詞は、この点が家隆歌に類似していると問題視した。〇この歌、もし作者見及ばず侍るにても
　
家隆歌④を真似たと暗に指摘する。この判詞は、順徳天皇
﹃八雲御抄﹄用意部﹁近き人の歌の詞をぬすみとる事﹂で述べられており、 ﹁雅経が﹁なく音もよはの﹂とよみたりしを 隆が﹁露のぬきよはの山風﹂とよみたるに似たりと定家難に申しき 一文字二文字といふとも、耳にたつ様な 事をとるがあしきなり。 と記されている。唐澤正実﹁藤原定家の歌合判詞管見―建暦三年閏九月十九日内裏歌合を中心に―﹂ （ ﹃古典論叢﹄二六、一九九七 一〇月） 、三木麻子﹁ ﹃八雲御抄﹄と順徳院の和 活動﹂ （関西大学﹃国文学﹄八三・八四、 〇〇二年一月）は、共にこの定家判に注目し、定家の判詞が順徳院にとって記憶に残る のであったこと等について論じている。〇今は珍しからず
　
④で用いられた﹁弱﹂と﹁夜半﹂


























































































































































いふ也。 ゝおもてをいふ也﹂とし、藤原清輔﹃奥義抄﹄は﹁野もせとは野にみちたりと云ふこゝろ也。おほくひまなき也﹂とし、定家の﹃僻案抄﹄は﹁野もせとは、のもせ、庭もせ、水もせ、國もせ、これみな野面、水面にみちて、あまねきよしの詞也﹂と この﹁せ﹂を、 ﹃八雲御抄﹄は﹁野もせなどいへるもせばき也。狭字也﹂と解しているが、 ﹃綺語抄﹄ ﹃僻案抄﹄ ﹁面﹂の字に解しており、こちらも注意さ る。当該歌の解釈においては、野 面、つまりおもての意味が響く とで 見えない﹁したの思ひ﹂ 心 うちにこめた思いとうまく対比 ことに る。②は他の語句も上下句の対比も当該歌 かなり似る。〇我だに残る
　
もっとも消え入りそう


























ず、としてい 、む ろこの歌の眼目は 色という一字を省筆して紅葉を描い ことである。 ﹁も﹂という は先 ﹁露霜﹂不在も含めていったもの。このような詠み方は定家の好んだもので、近年渡部泰明が指摘し ﹁藤原 の方法﹂ （ 中世和歌史論
　
様式と方法﹄岩波書店、二〇一七年）のひとつ、一首のなかの
重要なことばを敢えて消去してみ ﹁起点の空白化﹂に 通じるものである。定家は歌のなかで敢え 消去したことばを、判詞で明かしているわけである。〇尤も風情つき
　
風情は作歌に必要な美




（春・柳・一〇五）も意識するか。これは白居易が元和一四年（八一九）一二月、四八歳で江州を離れて忠州刺史として赴任した際の作である。建暦三年に五二歳であった定家も加齢を意識しはじめころであり、翌 保二 の﹃内裏歌合﹄六十九番（秋懐）で有家歌と番えられた際には﹁両首ともに旧老の歌に侍 めり、人ずくななる尚歯会にや侍らん﹂と判詞で述べている。なお、 ﹁尤﹂の字 字形の似た﹁老﹂と書く伝本があるが ﹁尤﹂のほうが多数派であり、こちらを採る。〇白紙を逃る ばかり
　﹁白紙﹂とは、 ﹃袋草紙﹄上
巻の﹁置白紙作法﹂を指してい とみられる。 ﹃袋草紙﹄によれば、和歌会などで﹁題目ならび 位署ばかりを書きて 諸人の歌置きたるの後にこれを きて、逐電して講席の座 居 ずと云々。達者といへども、時に臨みて古今にかくの如き事有 。⋮およそ名を得たる人は、中々の事云ひ出ださんよりは、遁避する の事なり。 ﹂として、歌が案出できないときに、和歌を書かず退出した方 むしろ望ま いという故実 ある。定家はこ 消極的な退出の故実を認めておらず、事実ここでも﹁白紙を逃るるばかり﹂ いってい がこれ自体、自らの歌に対す 謙遜のための韜晦 ことばでもあることは明らかである。
【補説】
二番ほかの判詞にも言え ことであるが、本歌合 おい 定家は
三五
????????????????????? ????
判詞で歌の解釈のための様々な解説を述べている。このような配慮を行ったのは、初学期 歌人が複数名参加しているためであろう。しかし、自歌について 判詞は、謙遜のための様々な韜晦があり、定家が自らの歌に対してことば足らずとするところを、文字通り受け取るべきでないことは、言うまでもない。本歌合の定家判から伺われるのは、歌合判詞の新たな可能性 ようなものを模索して試みていることである。少なくとも、院政期の基俊や清輔の判詞のような、衒学にみちた論争のための 段階は脱し、あるいは父俊成 、時 して述懐に流れる判詞などとも異 る。初学 歌人に対する教育的ともいえる自歌の解説は、そのひ つ あ
（幾浦裕之）
（ （下）に続く）
